
公立大学法人金沢美術工芸大学 中期目標・中期計画比較（第２期・第３期） 
 

第２期中期目標 第２期中期計画 第３期中期目標（案） 第３期中期計画（素案） 

公立大学法人金沢美術工芸大学 

第２期中期目標 

 

前文 

金沢美術工芸大学は、戦後の混乱と

虚脱のなか、学問を好み、伝統を愛し、

美の創造を通じて人類の平和に貢献

することを希求する金沢市民の熱意

により創立され、豊かな自然環境と歴

史的遺産のなかで、美術・工芸・デザ

インの分野における個性豊かな教育

と学術研究に取り組み、文化都市金沢

の発展の一翼を担ってきた。 

今日、エネルギーや地球環境の危

機、グローバル化の進行など、価値の

転換期にあって、           

                  

      金沢美術工芸大学は、芸

術が社会に果たす役割を自ら探し行

動する人材を育成し、世界における創

造の機会の拡大と多様化に資するた

めに、知と創造の拠点となることを目

指す。 

この実現のために、次に掲げる事項

を目標とする。 

 

公立大学法人金沢美術工芸大学 

第２期中期計画 

 

 

公立大学法人金沢美術工芸大学 

第３期中期目標 

 

前文 

金沢美術工芸大学は、戦後の混乱と

虚脱のなか、学問を好み、伝統を愛し、

美の創造を通じて人類の平和に貢献す

ることを希求する金沢市民の熱意によ

り創立され、豊かな自然環境と歴史的

遺産のなかで、美術・工芸・デザイン

の分野における個性豊かな教育と学術

研究に取り組み、文化都市金沢の発展

の一翼を担ってきた。 

今日、持続可能な社会の実現に向け、

環境負荷の軽減や教育格差の是正、デ

ジタル化の推進など、多様な主体によ

る積極的な取り組みが求められるなか

で、金沢美術工芸大学は、芸術が社会

に果たす役割を自ら探し行動する人材

を育成し、世界における創造の機会の

拡大と多様化に資するために、知と創

造の拠点となることを目指す。 

この実現のために、次に掲げる事項

を目標とする。 

 

 

公立大学法人金沢美術工芸大学 

第３期中期計画 
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１ 未来へつなぐ新しい芸術教育 

専門的で基礎的な造形力をはぐ

くむ学部教育の充実と、分野を横断

して自由で多様な独創性を実現す

る大学院教育の改革に取り組む。 

  

  

２ 国際的に展開する芸術の研究拠点 

 学生、教員による教育研究におけ

る国際交流を拡大するとともに、芸

術に関する国際的水準の研究を計

画的に推進する。 

 

 

３ 地域に開かれた親しみあるキャ

ンパス 

   地域に開かれた大学として、蓄積

された知的資源を市民・地域に還元

するとともに、芸術を学ぶ多彩な機

会を提供する。 

 

１ 未来へつなぐ芸術教育 

伝統的な芸術教育を基盤として、

社会課題と向き合い、デジタル技術

等を柔軟に取り入れ、未来に対する

責任と役割を自ら探し行動する人材

を育成する。 

 

２ 特色ある芸術研究 

 社会的な要請を踏まえた特色ある

研究を推進するとともに、学生、教

職員による国際交流を拡充し、芸術

分野における研究拠点の形成に取り

組む。 

 

３ 社会との連携の強化 

 

   市民、企業、行政機関、芸術団体、

他大学等との連携を強化し、教育研

究成果の社会還元に努めることによ

り、創造の機会の拡大と多様化に貢

献する。 

 

４ 新キャンパスでの飛躍 

   様々な領域の垣根を越えて交流す

る教育研究を推進し、「開かれた美の

探求と創造のコミュニティ」として

のキャンパスを実現する。 
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中期目標の期間及び教育研究組織 

１ 中期目標の期間 

  中期目標の期間は、平成 28 年４

月１日から平成34年３月31日まで

とする。 

 

２ 教育研究組織 

  金沢美術工芸大学は、教育研究組

織として別表に掲げる学部、研究科

等を置く。 

 

 中期目標の期間及び教育研究組織 

１ 中期目標の期間 

  中期目標の期間は、令和４年４月

１日から令和 10 年３月 31 日までと

する。 

 

２ 教育研究組織 

  金沢美術工芸大学は、教育研究組

織として別表に掲げる学部、研究科

等を置く。 

 

 

 

 

 

第１ 大学の教育研究等の質の向上

に関する目標 

 

 

１ 教育に関する目標 

 

(1) 教育内容及び教育の成果等に関

する目標 

ア 学士課程教育にあっては、学部

の教育目標及び各科・専攻の教育

方針に基づき、教養教育と専門教

育を行い、学位授与方針に定める

汎用的な教養と専門的な造形力

を修めた職業人を育成するとと

もに、学部を本学の教育拠点と位

置づける。 

 

第１ 大学の教育研究等の質の向上

に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 

１ 教育に関する目標を達成するた

めの措置 

(1) 教育内容及び教育の成果等に関

する目標を達成するための措置 

ア 学部教育の充実 

(ｱ) 学士課程教育を、本学の教育

拠点として位置づけ、学部の教

育目標及び各科・専攻の教育方

針に基づき、これに相応しい教

育を実践する。 

 (ｲ) 教養科目においては汎用的

能力を培う教育を実践し、基礎

科目においては多様な表現力

第１ 大学の教育研究等の質の向上

に関する目標 

 

 

１ 教育に関する目標 

 

(1) 教育内容等に関する目標 

 学部教育では、汎用的な教養と

専門的な芸術の理論、技術及びそ

の応用の教育を通じて、美術・デ

ザイン・工芸の発展に寄与する人

材を育成する。 

 大学院教育では、芸術に関する

高度な理論、技術及びその応用の

教育を通じて、自律的かつ継続的

に研究を遂行し情報発信する能力

を有する高度専門職業人を養成する。 

第１ 大学の教育研究等の質の向上

に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 

１ 教育に関する目標を達成するた

めの措置 

(1) 教育内容等に関する目標を達成

するための措置 

ア 学部教育の充実 

(ｱ) 学部のカリキュラム・ポリシ

ーに基づく教育課程を編成し、

これに相応しい教育を実施す

る。 

 

(ｲ) 一般教育科目においては汎

用的能力を培う教育を実践し、

専門教育科目のうち基礎科目
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イ 大学院教育にあっては、造形芸

術に関する高度な理論、技術及び

応用を研究教授し、芸術の多様な

領域で横断的に活躍できる高度

専門職業人を育成するとともに、

大学院を本学の研究拠点と位置

づける。 

 

 

 

 

 

 

ウ 定められた学位授与基準、学位

審査基準、成績評価基準を厳正に

適用し、また不断に検証すること

によって、芸術系大学に相応しい

教育の成果の測定指標を作成し、

教育の質を保証する。 

を養う教育を実践する。 

 

 (ｳ) 専攻科目においては、各分野

に要求される基礎的な造形力

の向上、充実を図る。 

 (ｴ) 各科・専攻の特性に応じた実

践的な能力を身につけるため、

産学・地域連携を活用した特色

ある教育を推進する。 

イ 大学院教育の改革 

 (ｱ) 修士課程及び博士後期課程

を、本学の研究拠点と位置づ

け、教育と研究との高度で有機

的、実質的な連関を実現する。

また、その実現のために、総合

的な大学院改革に取り組む。 

 (ｲ) 研究拠点としての大学院に

相応しい、実技、理論における

多様で横断的な教育研究の場

を設け、学習需要に対応する教

育研究の展開と連関を図る。 

 

ウ 成績評価 

 (ｱ) 成績評価システムの総合的

な検証を行い、公平性、透明性、

厳格性が担保された成績評価

を行うとともに、その検証シス

テムを実質的に機能させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

においては多様な表現力と思

考力を養う教育を実践する。 

(ｳ) 専門教育科目のうち専攻科

目においては、専門的な芸術の

理論、技術及びその応用の教育

を実践する。 

 

 

 

イ 大学院教育の改革 

(ｱ) 大学院のカリキュラム・ポリ

シーに基づく教育課程を編成

し、これに相応しい教育を実施

する。 

 

 

(ｲ) 芸術に関する高度な理論、 

技術及びその応用の教育を実

践するとともに、領域横断的な

教育環境の創出、修士課程と博

士後期課程の一貫した研究指

導体制の確立に取り組む。 

ウ 成績評価 

(ｱ) 学部及び大学院のディプロ

マ・ポリシーに基づき、成績評

価基準に沿った適切な成績評

価を行うとともに、学習成果の

把握に努める。 
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(2) 教育の実施体制等に関する目標 

 

ア 教育拠点として位置づけられ

る学部教育、研究拠点として位置

づけられる大学院教育において、

それぞれの目標を達成するため

に必要な組織の見直しを行い、教

員の適正配置を行う。 

 

イ 学生に対する教育研究指導体

制を強化するとともに、教育研究

に必要な施設、設備等の充実・整

備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 (ｲ) 教育成果を検証するため、芸

術系大学としての本学の特性

を調査研究し、その特性に応じ

た教育成果の検証を実施する

とともに、教育成果の測定指標

（アウトカム・アセスメント）

を作成し、教育における内部質

保証を行う。 

 

(2) 教育の実施体制等に関する目標

を達成するための措置 

ア 教員の適正配置 

 (ｱ) 教員配置計画及び大学院改

革に伴う組織改編に基づき、教

員の適正配置、定数管理を行

う。また、大学院指導教員資格

基準に基づく資格審査を計画

的に実施する。 

イ 学習支援体制及び教育研究設

備等の充実・整備 

 (ｱ) 授業科目の履修や課外、学外

での学習を支援する方法を構

築し、実践する。 

 (ｲ) 教育研究設備・機器等につい

て常に調査、検証し、教育研究

計画に基づき更新、充実を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 教育の実施体制等に関する目標 

 

 教員の資質能力の向上及び教育

環境・学習環境の整備に努めると

ともに、キャンパス移転を踏まえ

た教育組織の改編・改革を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 教育の実施体制等に関する目標

を達成するための措置 

ア 教員の適正配置 

 (ｱ) キャンパス移転を踏まえた

教育組織の改編・改革に伴う

教員の適正配置、定数管理を

行う。また、大学院指導教員資

格基準に基づく資格審査を計

画的に実施する。 

イ 教育環境・学習環境の整備 

 

(ｱ) 教育研究設備について常に

調査し、更新等を行うととも

に、オンラインによる履修登録

や授業等を含む教育環境・学習

環境の整備に努める。 
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ウ 教員の資質向上を積極的に図

るとともに、教育の方法や内容等

について不断の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

(3) 学生への支援に関する目標 

 

ア 学習支援体制を検証し、学部教

育と大学院教育のそれぞれに相

応しい学習支援体制を構築する。 

 

 

 

 

イ メンタルヘルスを含む健康管

理支援体制及び生活支援体制を

継続的に検証し、充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 教員の資質向上及び教育方法

等の見直し 

 (ｱ) 合評会、ピアレビュー等の教

員による授業評価を実施する。 

 (ｲ) 学生による授業アンケート

に基づく教員の授業改善計画

書を作成、公開し、授業改善を

推進する。 

 

(3) 学生への支援に関する目標を達

成するための措置 

ア 学習支援体制の整備 

 (ｱ) 授業科目の履修に関する総

合的な相談・支援体制を検証

し、さらなる活用を進める。 

 (ｲ) 授業科目以外の課外、学外の

活動に関する支援体制を検証

し、充実を図る。 

イ 生活支援の充実 

 (ｱ) 学生のメンタルヘルス等に

ついて、全学的な啓発・相談・

支援体制を検証し、さらなる活

用を進める。 

 (ｲ) キャンパス・ハラスメントに

関する学生への教育と教職員

の研修を行うとともに、防止体

制を検証し、発生防止を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学生への支援に関する目標 

 

 多様化する学生のニーズに対応

するため、学生一人一人に寄り添

った柔軟できめ細やかな学習支

援、生活支援、進路支援等を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 教員の資質能力の向上 

 (ｱ) 合評会や研究発表、ピアレ

ビュー等の教員による授業評

価を実施する。 

 (ｲ) 学生による授業アンケート

に基づく教員の授業改善計画

書を作成、公開し、授業改善を

推進する。 

 

(3) 学生への支援に関する目標を達

成するための措置 

ア 学習支援体制の整備 

 (ｱ) 授業科目の履修に関する総

合的な相談・支援体制を検証

し、さらなる活用を進める。 

 (ｲ) 授業科目以外の課外、学外

の活動に関する支援体制を検

証し、充実を図る。 

イ 生活支援の充実 

 (ｱ) 学生のメンタルヘルス、合

理的配慮等について、全学的

な啓発・相談・支援体制を検証

し、さらなる活用を進める。 

 (ｲ) キャンパス・ハラスメントに

関する学生への教育と教職員

の研修を行うとともに、防止体

制を検証し、発生防止を徹底する。 
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ウ 学部教育、大学院教育の相違や

各科・専攻の個別的特性を考慮

し、全学的なキャリア支援体制を

構築する。 

 

 

(4) 入学者選抜に関する目標 

 

入学者受入方針を不断に検証

し、これに基づいて学生の選抜を

適切に行う。また、大学の入試広

報を積極的・計画的に行う。 

 

 (ｳ) 大学独自の奨学金制度や学

生顕彰制度を充実させ、効果的

な学生支援を推進する。 

 (ｴ) 学生代表と学生支援委員会

教員等との意見交換を行い、学

生支援の総合的な充実に役立

てる。 

ウ キャリア支援の充実 

 (ｱ) 全学的な進路支援、個別指

導、キャリア教育科目の増設

等、学生のキャリア支援に関す

る総合的な体制の整備を図る。 

 

(4) 入学者選抜に関する目標を達成

するための措置 

ア 入学者選抜 

 (ｱ) 入学試験とアドミッション・

ポリシーの整合性を検証する。 

 (ｲ) 入試方法について総合的に

検証し、高大接続改革に関連し

た適切な改善を行う。 

 (ｳ) 入試広報について総合的、多

角的に調査研究し、効果的で積

極的かつ計画的な入試広報を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 入学者選抜に関する目標 

 

入学者受入方針を不断に検証

し、これに基づいた適切な方法に

より入学者選抜を実施するととも

に、学生募集に関する広報活動を

積極的かつ計画的に行う。 

 

 (ｳ) 大学独自の奨学金制度や学

生顕彰制度を充実させ、効果

的な学生支援を推進する。 

 (ｴ) 学生代表と学生支援委員会

教員等との意見交換を行い、

学生支援の総合的な充実に役

立てる。 

ウ キャリア支援の充実 

 (ｱ) 全学的な進路支援、個別指

導等、学生のキャリア支援に

関する総合的な体制の整備を

図る。 

 

(4) 入学者選抜に関する目標を達成

するための措置 

ア 入学者選抜 

 (ｱ) 入学試験とアドミッション・

ポリシーの整合性を検証する。 

 (ｲ) 入試方法について総合的に

検証し、高大接続改革に関連

した適切な改善を行う。 

(ｳ) 入試広報について総合的、 

多角的に調査研究し、学生募集

に関する広報活動を積極的か

つ計画的に実施する。 
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２ 研究に関する目標 

 

(1) 研究水準及び研究の成果等に関

する目標 

ア 芸術の分野において、地域の文

化を振興し、また国際的な交流を

促進する研究を行い、研究拠点を

形成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 研究・調査の成果を体系的に蓄

積し、国内外に対して広く効果的

に発信・展開する。 

 

 

 

(2) 研究実施体制等に関する目標 

 

ア 特色ある研究活動を推進する

ため、研究の実施体制や環境の整

２ 研究に関する目標を達成するため

の措置 

(1) 研究水準及び研究の成果等に関

する目標を達成するための措置 

ア 高度な調査研究や地域課題の

研究への取り組み 

 (ｱ) 金沢をはじめとする地域文

化について、本学独自の視点に

よる高度な水準の研究に取り

組み、その成果を公開する。 

 (ｲ) 本学の特色を活かして、芸

術・文化等に関する国際的水準

の研究に取り組み、その成果を

公開する。 

 (ｳ) 教員研究費の制度を計画的

に検証し、高度な研究や特色あ

る研究などに対する研究費の

効果的な配分を行う。 

イ 研究成果の有効活用と積極発

信 

 (ｱ) 本学が取り組む研究につい

て、その成果を効果的、計画的

に整備・蓄積し、また公開・展

開する。 

(2) 研究実施体制等に関する目標を

達成するための措置 

ア 研究実施体制や研究環境の整

備 

２ 研究に関する目標 

 

(1) 研究内容等に関する目標 

 

 芸術分野における高度で多様な

調査・研究を推進するとともに、

大学の特色ある研究活動の成果を

広く国内外に発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 研究の実施体制等に関する目標 

 

 特色ある研究活動を推進すると

ともに、研究水準の向上を目指し

２ 研究に関する目標を達成するた

めの措置 

(1) 研究内容等に関する目標を達成

するための措置 

ア 高度な調査・研究の推進と地

域研究への取り組み 

(ｱ) 本学の特色を活かし、芸術分

野における高度で多様な調査・

研究を推進する。 

 

(ｲ) 金沢をはじめとする地域文

化について、本学独自の視点に

よる研究に取り組む。 

 

 

 

 

 

イ 研究成果の積極的な発信 

 

(ｱ) 本学が取り組む研究の成果

を蓄積し、積極的な発信に努め

る。 

 

(2) 研究の実施体制等に関する目標

を達成するための措置 

ア 実施体制等の研究基盤の強化 
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備を行い、実技と理論とが連携す

る研究体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

イ 研究の質を向上させるため、研

究の方法や内容・成果に対する評

価体制について不断に見直す。 

 

 (ｱ) サバティカル制度の導入を

はじめ、研究の実施体制や環境

を整備・検証する。 

 (ｲ) 実技と理論が連携する総合

的な研究体制を構築し、特色あ

る研究活動を推進する。 

 

 

イ 研究方法や内容等の評価体制

の不断の見直し 

 (ｱ) 研究方法、内容、成果に対す

る点検・評価方法を検討し、評

価の結果を研究方法等の改善

に役立てる仕組みを構築する。 

 

て、研究基盤の強化を図る。 

 

 

(ｱ) 研究水準の向上を目指して、

実施体制等の研究基盤の強化

を図る。 

(ｲ) 教員研究費の制度を計画的

に検証し、若手教員の育成、高

度な研究や特色ある研究など

に対する研究費の効果的な配

分を行う。 

イ 研究方法や内容等の評価 

(ｱ) 研究の質の向上のため、研究

方法、内容、成果に対する点検・

評価を行う。 

 

 

  ３ 社会との連携に関する目標 

 

社会連携事業（地域連携・産学連

携）を推進し、教育研究の成果を積極

的に社会に還元するとともに、地域

の文化と産業の発展に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 社会との連携に関する目標を達

成するための措置 

ア 社会との連携及び研究成果の

還元 

 (ｱ) 金沢市をはじめとする自治

体との連携を通して、教育研

究成果を社会に還元する。 

 (ｲ) 本学の知的資源を活かし

て、企業等からの受託研究・共

同研究について、教育的に有

効なものを実施する。 

 (ｳ) 他大学や各種研究機関、美

術館等との連携を推進する。 
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  (ｴ) 小中学校、高等学校と連携

し、芸術関連の効果的な教育

研究や啓発活動を実施する。 

 (ｵ) 本学の特色ある研究を活か

し、市民に向けたアートイベ

ントや公開講座を開催する。 

 (ｶ) 社会連携の実施体制を検証

するとともに、その成果を積

極的に広報し、連携事業の充

実に努める。 

イ 社会連携事業の教育への活用 

(ｱ) 各科・専攻等の特性に応じた

実践的な能力を身につけるた

め、社会連携事業を活用した特

色ある教育を推進する。 

 

３ その他の目標 

 

(1) 社会との連携や社会貢献に関す

る目標 

地域に根ざした公立大学とし

て、社会との連携をさらに推進す

るとともに、教育研究の成果を積

極的に社会に還元する。 

 

 

 

 

３ その他の目標を達成するための措

置 

(1) 社会との連携や社会貢献に関す

る目標を達成するための措置 

ア 社会との連携及び教育研究成

果の還元 

 (ｱ) 金沢市をはじめとする自治

体との連携を通して、教育研究

成果を社会に還元する。 

 (ｲ) 本学の知的資源を活かして、

企業等からの受託研究・共同研

究について、教育的に有効なも

４ その他の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他の目標を達成するための

措置 
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(2) 国際化に関する目標 

 

海外の大学との交流など、学生

や教員による国際交流事業を展

開する。また、留学生を積極的に

受け入れる。 

 

のを実施する。 

 (ｳ) 他大学や各種研究機関、美術

館等と連携して、研究を推進す

る。 

 (ｴ) 小中学校、高等学校と連携し

て、芸術関連の効果的な教育研

究や啓発活動を実施する。 

 (ｵ) 本学の特色ある研究を活か

して、市民に向けたアートイベ

ントや公開講座を開催する。 

 (ｶ) 社会連携の実施体制を検証

し、再編する。また、知的財産

を統括する組織を設置し、その

管理・展開を行う。 

 

(2) 国際化に関する目標を達成する

ための措置 

ア 国際交流の機会の拡大 

 (ｱ) 教育研究に関する国際交流

を充実させるため、交流協定を

結ぶ大学等との連携事業等を

推進するとともに、学生や教員

の海外派遣事業の支援体制を

整備する。 

 (ｲ) 外国人留学生の受入れを拡

大するため、受入体制、教育体

制、環境等の検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 国際化に関する目標 

 

海外の交流提携校を拡充し、教

育・研究における国際交流を推進

するとともに、学生の派遣・受入

を行い、国際的な視野を持った人

材を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 国際化に関する目標を達成する

ための措置 

ア 国際交流の機会の拡大 

 (ｱ) 海外の交流協定校との間で

学生の派遣・受入を行い、国際

的な視野を持った人材を育成

する。また、協定校を拡充し、

教育・研究における国際交流

を積極的に推進する。 

 (ｲ) 研究生を含む外国人留学生

の受入体制、教育体制等の検

証を行い、学習環境の整備に

努める。 
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(2) デジタル化に関する目標 

 

デジタル化に対応した教育環

境・学習環境を整え、専門分野に

デジタル技術を活用できる人材を

育成する。 

 

 

(2) デジタル化に関する目標を達成

するための措置 

ア デジタル化に対応した環境整

備と人材育成 

(ｱ) 新キャンパスにおいて、デジ

タル化に対応した教育環境・学

習環境を整備する。 

(ｲ) 各科・専攻等の教育におい

て、専門分野にデジタル技術を

活用できる人材の育成を推進

する。 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に

関する目標 

 

 

１ 組織運営の改善に関する目標 

 

(1) 運営組織の改善に関する目標 

社会情勢の変化に迅速かつ的

確に対応するとともに、自主自律

した大学運営を行うため、理事長

（学長）の指導力の下、教職員に

よる柔軟で機動的な大学運営を

行う。 

 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関

する目標を達成するためにとるべき

措置 

 

１ 組織運営の改善に関する目標を

達成するための措置 

(1) 運営組織の改善に関する目標を

達成するための措置 

ア 柔軟で機能的な運営組織の構

築 

 (ｱ) 法令に則り、学長によるガバ

ナンス体制を充実させるため、

学長裁量経費の確保や学長を

補佐する体制の確立等の措置

を実施する。 

第２ 業務運営の改善及び効率化に

関する目標 

 

 

１ 組織運営の改善に関する目標 

社会の変化に対応しつつ、自主的

かつ自律的な大学運営を行うため、

理事長（学長）の指導力の下、柔軟で

機動的な組織の運営に努める。 

 

 

 

 

 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に

関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

 

１ 組織運営の改善に関する目標を

達成するための措置 

 

 

ア 柔軟で機能的な組織運営の構

築 

 (ｱ) 理事長（学長）の指導力の下

で、理事会、経営審議会、教育

研究審議会の連携を密にし、

柔軟で機動的な組織運営に努

める。 
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(2) 教育研究組織の見直しに関する

目標 

特色ある教育研究を推進する

とともに、学習に対する学生の需

要や研究に対する社会の要請を

検討し、教育研究組織について計

画的な見直しを行う。 

 

 

(3) 人事制度の改善に関する目標 

 

ア 大学の特性に即した柔軟で弾

力的な人事制度を運用すること

によって、大学運営や研究教育を

効果的かつ効率的に推進する。ま

た、教職員の研修制度の充実を図

る。 

 

 

 

 

 (ｲ) 理事会、経営審議会、教育研

究審議会の連携を密にし、学内

運営の強化を図るとともに、教

授会、研究科委員会を通じて教

職員間の情報の共有化を推進

する。 

 

(2) 教育研究組織の見直しに関する

目標を達成するための措置 

ア 教育研究組織の計画的な見直

し 

 (ｱ) 学部及び大学院について、

科・専攻の編制、学生定数、教

員定数等について不断の検証

を行い、改善に努める。 

 

(3) 人事制度の改善に関する目標を

達成するための措置 

ア 柔軟で弾力的な人事制度の構

築と運用 

 (ｱ) 法人職員の採用計画及び昇

任計画の策定を行う。 

 

 

 (ｲ) 教育研究活動の質の向上の

ために、多様で柔軟な教員人事

制度を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人事制度の改善に関する目標 

 

教職員の資質能力の向上を目的と

した評価活動を行うとともに、研修

機会の充実を図る。また、人材の多

様性の確保を念頭に置いた教職員人

事の改善に努める。 

 

 

 

 

 

(ｲ) 自主的かつ自律的な大学運営

を行うため、教授会、研究科委

員会等を通じて、教職員間の円

滑な情報共有を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人事制度の改善に関する目標を

達成するための措置 

ア 教職員の評価活動と研修機会

の充実 

 (ｱ) 教職員の資質能力の向上を

目的とした評価活動に取り組

むとともに、効果的で多様な

研修等を実施する。 

(ｲ) 人材の多様性の確保を念頭

に置いた教職員の採用・昇任を

行い、大学運営全体の質の向上

を見据えた人事制度を推進する。 
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イ 教職員の評価制度を不断に見

直すことによって、教職員のモチ

ベーションを高め、教育研究活動

の活性化を図る。 

 

 

２ 事務等の効率化・合理化に関する

目標 

法人の運営に資するため、事務等

の適正な効率化及び合理化を行う

とともに、労働環境の整備を図る。 

 

 

 (ｳ) 教職員の育成、資質向上のた

めに、効果的で多様な研修計

画、研修方法を策定し、実施する。 

イ 教職員評価制度の不断の見直

し 

 (ｱ) 教職員の評価制度を不断に

検証、改善し、資質や能力の向

上等につなげる。 

 

２ 事務等の効率化・合理化に関する

目標を達成するための措置 

ア 事務の効率化 

 (ｱ) 事務処理の効率化・合理化を

進め、かつ労働環境の整備を図

るために、不断の検証、改善を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事務等の効率化・合理化に関する

目標 

持続可能な社会の実現に向けた取

り組みを踏まえ、事務等の適正な効

率化・合理化を行い、労働環境の改

善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事務等の効率化・合理化に関す

る目標を達成するための措置 

ア 事務の効率化 

 (ｱ) 持続可能な社会の実現に向

けた取り組みを踏まえ、事務

処理等の効率化・合理化を進

めるとともに、検証、改善を行

い、労働環境の整備を図る。 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標 

 

 

１ 外部研究資金、寄附金その他の自

己収入の増加に関する目標 

 

科学研究費補助金などの競争的

研究資金、社会連携等による共同研

究及び受託研究などの外部資金、寄

附金等の獲得に積極的に取り組む。 

第３ 財務内容の改善に関する目標を

達成するためにとるべき措置 

 

１ 外部研究資金、寄附金その他の自

己収入の増加に関する目標を達成

するための措置 

ア 外部資金の積極的導入 

 (ｱ) 外部研究資金に関する幅広

い情報を提供する。 

  (ｲ) 文部科学省科学研究費補助

第３ 財務内容の改善に関する目標 

 

 

１ 外部研究資金その他の自己収入

の確保・拡大に関する目標 

 

科学研究費補助金等の競争的研究

資金の獲得のほか、社会連携による

受託研究や共同研究、寄附金等によ

る自己収入の確保・拡大に努める。 

第３ 財務内容の改善に関する目標

を達成するためにとるべき措置 

 

１ 外部研究資金その他の自己収入

の確保・拡大に関する目標を達成す

るための措置 

ア 外部資金の積極的導入 

 (ｱ) 外部研究資金に関する幅広

い情報提供に努めるととも

に、文部科学省科学研究費補
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２ 経費の効率化に関する目標 

 

(1) 人件費の適正化に関する目標 

 

教育研究の水準の維持・向上に

配慮しながら、教職員等の採用・

配置等の適正化を進める。 

 

 

 

 

(2) 人件費以外の経費の効率化に関

する目標 

弾力的かつ効果的な予算執行

に努めるとともに、業務の簡素化

及び効率化を進める。 

 

 

 

 

金等の競争的資金の獲得に取

り組む。 

  (ｳ) 大学の特性を生かした独自

の自己収入増加策を検討し、企

業等からの資金の導入に取り

組む。 

 

 

２ 経費の効率化に関する目標を達成

するための措置 

(1) 人件費の適正化に関する目標を

達成するための措置 

ア 教職員等の適正な採用・配置 

 (ｱ) 教職員配置計画に基づき、計

画的な教職員の定数管理と適

正配置を行う。 

 (ｲ) 要員配置計画に基づき、適切

な要員の配置を行う。 

 

(2) 人件費以外の経費の効率化に関

する目標を達成するための措置 

ア 効率的な予算執行 

 (ｱ) 管理的経費の効率的、効果的

な執行に努める。 

 (ｲ) 物品や備品の調達方法の改

善を図り、効率的な予算執行を

進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経費の効率化に関する目標 

 

(1) 人件費の適正化に関する目標 

 

教育研究の水準の維持・向上に

配慮しつつ、適正な教職員等の採

用・配置等を進める。 

 

 

 

 

(2) 人件費以外の経費の効率化に関

する目標 

業務を簡素化し、弾力的で効果

的な予算執行に努めるとともに、

経費の効率化を進める。 

 

 

 

 

助金等の競争的資金の獲得に

取り組む。 

  (ｲ) 大学の特性を生かした独自

の自己収入増加策を検討し、

寄附金制度の充実や企業等か

らの資金の確保・拡大に取り

組む。 

 

２ 経費の効率化に関する目標を達

成するための措置 

(1) 人件費の適正化に関する目標を

達成するための措置 

ア 教職員等の適正な採用・配置 

(ｱ) 教育研究水準の維持・向上

に配慮しつつ、定数管理に努

め、適正な教職員等の採用・配

置等を進める。 

 

 

(2) 人件費以外の経費の効率化に関

する目標を達成するための措置 

ア 効率的な予算執行 

 (ｱ) 管理的経費の効率的、効果

的な執行に努める。 

 (ｲ) 物品や備品の調達方法の改

善を図り、効率的な予算執行

を進める。 
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３ 資産の運用管理の改善に関する

目標 

資産の適正な管理を行うため、常

に資産の状況について把握・分析を

行い、効果的な活用を図る。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目

標を達成するための措置 

ア 適正な資産管理 

 (ｱ) 資金計画に基づき、効率的か

つ安全確実な資金運用を行う。 

 

 (ｲ) 大学が所有する美術品等に

ついて、ホームページを通じて

所蔵品情報を公開し、貸出し等

学外での有益な活用を推進す

る。 

 (ｳ) 大学施設について、大学の教

育研究活動に支障がない範囲

で、学外者への有償貸付け等を

行う。 

 

３ 資産の運用管理に関する目標 

 

大学が保有する土地及び施設設

備、芸術資料等を適正に管理し、そ

の有効活用を図る。 

 

３ 資産の運用管理に関する目標を

達成するための措置 

ア 適正な資産管理 

 (ｱ) 資金計画に基づき、効率的

かつ安全確実な資金運用を行

う。 

 (ｲ) 大学が所有する芸術資料に

ついて、新キャンパスの美術

館やホームページで公開する

とともに、貸出し等学外での

有益な活用を図る。 

 (ｳ) 大学施設について、大学の

教育研究活動に支障がない範

囲で、学外者への有償貸付け

等を行う。 

 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供

に関する目標 

 

 

１ 評価の充実に関する目標 

自己点検・評価の結果を大学運営

の改善に有効に反映させるため、点

検・評価の内容、方法、体制等につ

いて、計画的かつ不断に見直しを行

うとともに、その結果を公表する。 

 

 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供

に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 

１ 評価の充実に関する目標を達成

するための措置 

ア 自己点検・評価の不断の見直し 

 

 (ｱ) 恒常的・循環（サイクル）的

な自己点検・評価を実施する。

大学評価結果等を基にした改

善計画書の作成と、改善の実施

第４ 自己点検・評価及び情報の提供

に関する目標 

 

 

１ 評価の充実に関する目標 

金沢市公立大学法人評価委員会や

認証評価機関による評価結果を適切

に公表するとともに、自己点検・評

価の実施により大学運営の改善を図

る。 

 

 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供

に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 

１ 評価の充実に関する目標を達成

するための措置 

ア 自己点検・評価の実施による

改善 

 (ｱ) 大学認証評価や法人評価の

結果をホームページ等で適切

に公開する。 
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２ 情報公開や情報発信等の推進に

関する目標 

  社会に対する説明責任を果たす

ため、積極的な情報公開を図る。ま

た、大学の活動を広く社会に示すた

め、教育研究活動や大学の特色につ

いて、積極的な情報発信を行う。 

 

を行う。また、自己点検・評価

の実施において、学生の視点を

取り入れる。 

  (ｲ) 評価結果の公表を積極的か

つ効果的に行い、かつ PDCA サ

イクルにこれを位置づける。 

 

２ 情報公開や情報発信等の推進に関

する目標を達成するための措置 

ア 情報公開・発信等の充実 

 (ｱ) 広報実施体制と広報戦略を

見直し、広報活動を強化する。 

  (ｲ) 印刷媒体やホームページ等

の広報媒体と方法を見直し、新

規広報媒体の発行・発信を含め

た改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 情報公開や情報発信等の推進に

関する目標 

  社会に対する説明責任を果たすた

め、法人情報の適切な公開に努めつ

つ、広報活動等により大学の教育研

究情報を広く社会へ発信する。 

 

(ｲ) 恒常的かつ循環的な自己点

検・評価を実施するとともに、

大学認証評価や法人評価等に

基づく大学運営の改善を図り、

内部質保証の実質化に努める。 

 

 

２ 情報公開や情報発信等の推進に

関する目標を達成するための措置 

ア 情報公開・発信等の充実 

 (ｱ) 公立大学として、社会に対

する説明責任を果たすため、

ホームページ等における法人

情報の適切な公表に努める。 

(ｲ) キャンパス移転を踏まえ、広

報の実施体制を整備し、広報活

動を強化する。 

 

第５ その他業務運営に関する重要

目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要目

標を達成するためにとるべき措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要

目標 

 

１ キャンパス移転に関する目標 

  キャンパス移転を着実に実施し、移

転後は新キャンパスのコンセプト「開

かれた美の探求と創造のコミュニテ

ィ」に基づく大学運営を推進する。 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要

目標を達成するためにとるべき措置 

 

１ キャンパス移転に関する目標を

達成するための措置 

ア キャンパス移転の実施及び新

キャンパスの大学運営 

(ｱ) 教育・研究等の活動に支障の

ない円滑で効率的なキャンパ

ス移転を着実に実施する。 

17/20



 

 

 

 

 

 

１ 施設設備の整備・活用等に関する

目標 

  施設設備の利用環境を良好に保

ち、有効に活用するため、常に利用

状況を把握するとともに、施設等の

機能保全や維持管理を計画的に実

施する。また、大学の将来像を見据

え、新キャンパス構想の具体化を図

る。 

 

 

 

 

２ 大学支援組織等との連携強化に

関する目標 

同窓会、成美会、芸術関連組織、

教育研究組織等との連携の強化を

図り、学外からの支援体制を充実さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 施設設備の整備・活用等に関する

目標を達成するための措置 

ア 施設設備の計画管理等 

 (ｱ) 施設台帳等を整備するとと

もに、年次的な修繕・改良計画

に基づき、施設整備を実施す

る。 

  (ｲ) 新キャンパス構想に基づき、

新キャンパスに必要な機能を

具体的に検討し、金沢市による

新キャンパス基本計画の策定

に寄与する。 

 

２ 大学支援組織等との連携強化に関

する目標を達成するための措置 

ア 同窓会、成美会等との連携強化 

 (ｱ) 卒業生や同窓会、成美会等と

意見交換を行い、実効的な連携

活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施設設備の整備・活用等に関する

目標 

  教育組織の改編とキャンパス移転

を踏まえて施設設備を整備し、良好

な教育研究環境の維持向上に努める

とともに、その有効活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大学支援組織等との連携に関す

る目標 

成美会（保護者による後援会）や

同窓会等との連携を図ることによ

り、学外からの支援体制を充実させ

る。 

 

 

 

(ｲ) 新キャンパスのコンセプト

「開かれた美の探求と創造の

コミュニティ」に基づき、地域

や社会に開かれた大学運営を

推進する。 

 

２ 施設設備の整備・活用等に関す

る目標を達成するための措置 

ア 施設設備の計画管理等 

 (ｱ) 新キャンパスへの円滑な移

行を念頭に、計画的な施設整

備を実施する。 

 

(ｲ) 移転後も常時、教育研究環境

を検証し、維持向上に努めると

ともに、学内規則に基づく有効

活用を図る。 

 

 

３ 大学支援組織等との連携に関す

る目標を達成するための措置 

ア 成美会、同窓会等との連携 

(ｱ) 成美会や同窓会等と定期的

な意見交換を行い、実効的な役

割分担と連携活動を図ること

により、学外からの支援体制の

充実を図る。 
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３ 安全管理に関する目標 

 

災害、事故、犯罪、感染症等によ

る被害の発生の防止に努めるとと

もに、被害の発生に迅速かつ適切に

対応するため、危機管理体制の充

実・強化を図る。また、環境に対し

て十分配慮する。 

 

 

 

４ 人権擁護及び法令遵守に関する 

 目標 

  人権の尊重、知的財産の保護、研

究倫理や法令遵守を徹底する。ま

た、各種ハラスメント行為の発生を

防止するための制度の充実・強化を

図る。 

 

３ 安全管理に関する目標を達成する

ための措置 

ア 危機管理体制の充実・強化及び

環境への配慮 

 (ｱ) 危機管理体制の明確化を図

る。 

(ｲ) 安全衛生管理体制に基づき、

労働災害、事故等の未然防止、

環境の保全を図るとともに、実

施体制を検証する。 

 

４ 人権擁護及び法令遵守に関する目

標を達成するための措置 

ア 人権の尊重と法令遵守の徹底 

 (ｱ) 教職員の倫理意識の啓発や

人権侵害等の防止を図るため

の研修等を実施する。 

  (ｲ) 知的財産に関する方針を策

定し、また知的財産を統括する

組織を設置する。 

  (ｳ) 研究倫理規定を策定し、また

研究倫理を統括する組織を設

置するとともに、不正を防止す

るための体制を整備する。 

 

４ 安全管理に関する目標 

 

学生及び教職員の健康と安全を確

保し、良好な教育研究環境を維持す

るため、災害、事故、犯罪、感染症

等の安全管理に関する取り組みを推

進する。 

 

 

 

 

５ 人権擁護及び法令遵守に関する 

目標 

  人権尊重、知的財産保護、研究倫

理、法令遵守に関する意識向上とそ

の徹底を図るとともに、各種ハラス

メントの防止に向けた取り組みを推

進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 安全管理に関する目標を達成す

るための措置 

ア 危機管理体制の充実・強化及

び環境への配慮 

(ｱ) 危機管理体制の明確化を図

る。 

(ｲ) 安全衛生管理体制に基づき、

労働災害、事故等の未然防止、

環境の保全を図るとともに、実

施体制を検証する。 

 

５ 人権擁護及び法令遵守に関する

目標を達成するための措置 

ア 人権の尊重と法令順守の徹底 

(ｱ) 教職員の倫理意識の啓発や

人権侵害等の防止を図るため

の研修等を実施する。 

(ｲ) 知的財産に関する方針に従

い、適切な管理・運用に努める。 

 

(ｳ) 研究倫理規定の順守を図り、

不正防止に努める。 
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別表（学部、研究科等） 

学    部 学    科 

美術工芸学部 

美術科 
 

デザイン科 
 

工芸科 

 

研  究  科 

美術工芸研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表（学部、研究科等） 

学    部 学    科 

美術工芸学部 

美術科 
 

デザイン科 
 

工芸科 

 

研  究  科 

美術工芸研究科 
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